	①団体名
	NPO法人里山ひだまりファーム

	②活動地域
	河内長野市清水、石仏、加賀田地域

	③活動内容

	大阪、河内長野の南部の里山を、そこに住んでいる農家が中心となって保全する活動。個人での取り組みには限界があるので、NPO法人を設立し農家・非農家の共同体として平成26年から活動。
後継者のない農家から無償で農地の管理運営を依頼されるが、維持管理のための経費の捻出を農産物の販売や、広く市民や事業者からの賛同と支援を得る方針。消費地や市街地が近いこともあり、事業者や企業などから農林産物の供給や体験事業の要望がある。
従来からの稲作に加えて、各分野からの協力要請にも応えて、小麦・コンニャク芋の栽培、ジャガイモ・ハロウィンカボチャの栽培、ドジョウの試験養殖にも取り組んでいる。
しかしながら、人員や体制の問題でこれらのニーズに十分に対応しきれていないのが現状である。

	④新しく取り組みたいこと、
取組の充実を図りたいこと

	稲作農家の裏作として、小麦の栽培に取り組んでいる。今秋から南海電鉄とのプロジェクトで、播種からパンの試食までを一般参加の体験事業として実施する予定。この事業を通じて冬季の農地の活用（収益）、水利が途絶えた農地の活用が進むことを期待。
作付けからパンとしての消費まで、小麦専用の機器の備えや農商工連携の仕組みを充実させることが当面の課題。

	⑤連携したい相手
	市内外事業者、市内教育機関、行政、JA

	⑥活動写真
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小麦の収穫








棚田の稲作








田植え体験











